



























































































































































































ジョンを展開している(1 : 15, 18,20)。キリストの死を通してすべての被造物は









































































































































架にかかられた（コロサイl : 20)。 この十字架の血による万物の和解は，万物





























































































































































































25： 8)。 またこの神への待望の中で， 「来たるべきお方｣は， イスラエルのメシ
ア,諸国民の人の子,宇宙がそれによって新たに生まれる知恵を指すようになっ
た。パウロはこの来たるべきお方の現われる「主の日」を「キリストの日」 と
同一視している(Iコリントl : 8,5: 5, 11コリント1 : 14)。このキリストの日
は救いの日であって，禍いの日ではない。 これが新約聖書の待望と黙示文学の
それとの相違である。前者は，たとえ「業による裁き」がやって来るとしても，
恐れではなく確信を呼び起こす(IIコリント5: 10, 1コリントl : 8,5: 5, ピリ


























































































































































































































































































































































































































































































































































}8: 1-13,筬言8,使徒言行17: 27, ゴロサイ1 : 15, 17,へプルl : 3, ヨハネl :
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モルトマンはここでI両性論」の批判的展開を考えている (Cf･DWJC､ 281)｡
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｢キリスト教研究所紀要j (第12号）に掲載された，本論文の前半部(I)に誤植がみ
られるので，次のように訂正しておきたい。 45頁1I1の冒頭にある「第三節」は「第
三章」の誤りである。
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